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　生きることの基本は「働く」こと。しかし今、「労働」は

商品のように扱われ、ないがしろにされており、人をだま

したり、傷つけたりすることが平気な社会を助長させて

います。その背景には、徹底した市場主義や競争主義の

影響があるのではないでしょうか。

　「まともに働きたい」と願う人々は増えています。それ

は「人間らしく働きたい・生きたい」という叫びです。

「協同労働」という新しい働き方を通じて、地域の中に

仕事をおこし、人間らしく働き、質の高い「よい仕事」を

生み出しながら、地域・社会を再生しよう。

　生きることの基本は「働く」こと。しかし今、「労働」は

商品のように扱われ、ないがしろにされており、人をだま

したり、傷つけたりすることが平気な社会を助長させて

います。その背景には、徹底した市場主義や競争主義の

影響があるのではないでしょうか。

　「まともに働きたい」と願う人々は増えています。それ

は「人間らしく働きたい・生きたい」という叫びです。

「協同労働」という新しい働き方を通じて、地域の中に

仕事をおこし、人間らしく働き、質の高い「よい仕事」を

生み出しながら、地域・社会を再生しよう。

　　　　　　　　　　　輝く中山間地！誰もが主役！

　　みんなでつくろう ,地域を支えあう仕事おこし
◎と　き　2010年　９月１８日(土 )13：30～17:00
◎ところ　徳島県佐那河内村　保健センター
               産直＆カフェ『佐那の里』の見学
◎パネルディスカッション
　◆笠井　博美さん（佐那の里／佐那河内村）
　　　　女性有志7名が、空き倉庫を利用して産直市とカフェを開業
　◆北山　佳生さん（ＮＰＯ法人どーんと・せーの！！／海陽町）
　　　　限界集落の高齢者を支えよう！非営利事業を展開。
　◆近住　瞳さん（ワーカーズコープセンター事業団
　　　　　　　　　　　ライフサポートセンタ－桜／三好市）

　　　　協同労働で、山間地での仕事おこし、地域福祉事業所づくり、
　　　　 その他、調整中

　コーディネーター
　◆中嶋　信さん（徳島大学大学院　総合科学部　農学博士）

主　催：「いま協同を拓く 全国協同集会2010 in 四国」徳島実行委員会
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《徳島プレ企画》開催

「協同労働の協同組合法制化をめざす市民会議」ホームページより「協同労働の協同組合法制化をめざす市民会議」ホームページより
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労　福　協

（２）　2010年９月

　７月12日、ふれあい健康館において石川両一

龍谷大学経済学部教授を講師に迎え標記セミ

ナーを開催し、行政、企業、自治体議員、労働組

合、勤労者等、42名が参加しました。

　セミナーでは昨年度、労福協が県内中小事業

所を対象に実施した「仕事と子育ての両立支援

に関するアンケート調査」において、両立支援を

推進するための事業所の経済的負担や、法制度

や助成制度などの情報の不足、事業所のイメー

ジや業績の向上につながる行政支援が十分でな

いことなどが要因となって、仕事と子育てを両

立しながら一人ひとりが意欲と能力を活かして

活躍できる職場環境の整備が進んでいないとい

う現状が問題提起されました。そして、課題を解

決するためには、男性の働き方の見直しや地域

における子育て支援による企業への負担軽減、

事業所のイメージの向上や業績の向上に資する

行政の支援策のいっそうの充実が重要であるこ

とが提唱されました。

　事後のアンケートからは「男性の意識改革・

働き方改革にも社会全体で取り組んでいただき

たい」「労働運動のなかで深刻な少子高齢化問題

を学習する必要がある」「行政の窓口や関係者に

ももっと聞いてほしいと思った」など、ポジティ

ブ･アクションのいっそうの周知啓発が必要な

ことを指摘する声が多く寄せられました。

　同じテーマで前年度に開催したセミナーより

企業関係者の参加が増え、待ったなしの人口減

少問題を企業が深刻に受け止め始めているので

はという手応えが得られたことを受け止め、今

後もいっそうの周知啓発活動に取り組んでいき

たいと思います。

　環境改善への取り組みとして行っている
　「エコキャップ推進運動」について　－中間報告－

累計ワクチン　59.3 人分
　徳島労福協では、加盟団体をはじめとする多くの

方のご協力により、これまでに 47,464 個のキャップ

を回収し、エコキャップ推進協会へ発送いたしました。

　集まったエコキャップは、エコキャップ推進
協会を通じて「認定ＮＰＯ法人　世界の子ども
にワクチンを 日本委員会（ＪＣＶ）」に寄付さ
れています。引き続きご協力をよろしくお願い
いたします。

人材を人財に！『ポジティブ･アクション』実践セミナー

エコキャップ推進運動

平成22年度 徳島県次世代育成支援のための職場環境整備事業

※キャップは１Kgを 400個として計算しています。800個
でポリオワクチン1人分が購入できます。１Kg（400個）
が焼却されると3.15Kg の CO2 が発生します。
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連　　合

　地球にやさしい労働運動をめざした「連合の

森」親子サマーキャンプが、7月31日（土）～ 8月1

（日）美馬市木屋平の中尾山・平成荘で開催し、

103人（大人68人・子供35人）が参加しました。

　12時30分からの開会行事を体育館で行い、連

合徳島・小松会長の主催者あいさつの後、地元

美馬市木屋平総合支所・藤本支所長、徳島森林

管理署・三谷署長からあいさつを受けました。

　昼のイベント1として「森林教室」を実施。徳島

森林管理署の職員から「私たちを取り巻く森林」

について、プロジェクターを使ってわかりやす

く説明を受けました。続いて、昼のイベント2と

して木工工作教室（写真・ペン立て）、昼のイベ

ント3として間伐体験（15人限定）を実施。木工工

作教室は大人気で、杉の間伐材にどんぐりや木

の枝などをボンドで付けたり、自分の名前や絵

を描いたりと親子で熱中し、それぞれオリジナ

ルな写真・ペン立てを完成させました。また、川

上国有林で行われた「間伐体験」は徳島森林管理

署・林野労組の指導のもと杉にノコギリを入れ

「バッキィバッキィ」と音をたて目標どおりの方

向に倒れると大きな歓声が沸きました。

　17時からの夕食バーベキューは、9班に分かれ

て炭を熾し、昼間に心地よい汗をかいたことも

あり、子供たちの食欲も旺盛で肉・野菜・ウイ

ンナー・おにぎり・すいか等を食べて、大人達

もビールを飲みながら交流を深めました。

　翌日は、朝食後に2006年に美馬市の協力のも

とできた「連合の森」へ車で移動。植林の仕方に

ついて説明を受けた後、これまで植林してきた

木の成長を確認、防護ネットの修繕を行いまし

た。その後、県職林務職員、森林管理署職員の指

導のもと、家族・グループ毎に50本の苗木（コナ

ラ）を植林するとともに、今年も鹿対策の防護ネ

ットを取り付け、大きく成長することを願って

名札を埋め込みました。

　2日間とも好天に恵まれ、森林管理署・林野労

組、県職林務職員をはじめ、多くの皆さんと地元

美馬市のご協力をいただき、標高1,050㍍のすば

らしい環境のもとサマーキャンプを無事終了す

ることができました。

　最後に、今回のキャンプにカンパ等を頂きま

した各構成組織・団体に心より感謝を申し上げ

ます。

今年も50本の苗木（コナラ）を植林！
「連合の森」親子サマーキャンプ
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2010年度　県本部経営委員会　役員体制

と　く　し　ま　労　福　協

　去る2010年7月30日(金)に全労済徳島県本部第

35回通常総代会（第1回県本部代表者会議）なら

びに徳島県共済生活協同組合第55回通常総代会

を開催いたしました。

１．2009年度（2009年6月1日～2010年5月31日）の
　徳島県本部事業報告
　2009年度は＜最良の品質を組合員へ＞をめざし

た「中期経営政策」にもとづく初年度として、「組

合員から信頼・支持される事業体基盤への革新」

に向けて、様 な々課題・計画の実行に取り組んでき

ました。

２．2010年度(2010年6月1日～2011年5月31日)の
　徳島県本部の活動計画について
　2010年度は「中期経営政策」を達成するための

最初の2年間の後半の年度となります。2009年度

の活動を検証し、次の5つの重点課題達成に向け

て、役職員一体となった活動を展開していきます。

【 2010年度の5つの重点課題 】
①　協力団体、組合員への的確な保障提案にもと

づき、組合員のニーズと期待に応えうる事業推

進活動を展開していきます。

②　組合員の声をもとに業務改善をすすめ、サー

ビスの向上により期待に応える「業務品質」を

実現し、信頼と支持の得られる協同組合組織を

めざします。

③　生活協同組合法にそって、組織運営、事業、

経営のあらゆる面で、コンプライアンス、ガバナ

ンスを重視し、生活協同組合の価値の向上をめ

ざした事業と運動を作りあげていきます。

④ 「財務基盤強化基本計画」の継続実施すすめ

るため、業務改善を通じて事業費削減の課題を

積極的に取り組んでいきます。

⑤ 「2010年・国際協同組合年」は、県民に広く協

同組合の価値を訴求する絶好の機会と捉え、価

値の向上に向けた取り組みの準備と協同組合間

の連携を強化していきます。

★2010年全労済地域貢献助成事業の環境分野において、
『ＮＰＯ法人三嶺の自然を守る会（理事長・暮石洋様）』
が選定され、記念品と目録の贈呈をおこないました。

全労済徳島県本部 第35回 通常総代会開催報告

 役　職
県本部長
執行役員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員

　氏　名
川越　敏良
岡村　睦喜
河村　和男
新居　良雄
今田恵津子
山本　豊文
平井　敏郎
品山　勝利
浦本　健治
近藤　久善
坂本　和生
野町　孝英

 役　職
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
経営委員
業務検査委員長
業務検査委員
業務検査委員
オブザーバー
オブザーバー
顧　　問

　氏　名
高根　研治
森岡　　茂
篠原　孝志
松永　　勉
西條　由教
濱口　賢一
吉田　良一
三木　正文
宮本　武司
叶井さと子
森本　佳広
大松　長勝

2010年９月　（５）

全 労 済

自 治 労 徳 島 県 本 部
全 労 済 徳 島 県 本 部
ＰＳＥＵ脇 町 支 部
フ レ ッ セ
全国一般徳島地方労働組合
徳島市役所職員労働組合連合会
徳 島 通 運 労 働 組 合
ジェイテクト労働組合徳島支部
徳 島 バ ス 労 働 組 合
徳島県高等学校教職員組合
徳島県教職員団体連合会
徳島県公立学校教職員組合

日清紡績労働組合徳島支部
四国化成徳島労働組合
美馬市職員労働組合連合会
東邦テナックス労働組合徳島支部
住友林業クレスト労働組合
日本電工労働組合徳島支部
四国電力労働組合徳島県本部
板 野 町 職 員 労 働 組 合
四国高速運輸労働組合
鳴 門 競 艇 労 働 組 合
徳島県職員連合労働組合
全 労 済 徳 島 県 本 部

所 属 団 体 所 属 団 体

2010年９月　（５）

全 労 済
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勤労者福祉ネットワーク
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詳しくはホームページをご覧ください 中退共 検 索

“いつでも、どこでも、だれでも”県内の全勤労者の総合福祉サービスを目指し、「徳島市

勤労者福祉サービスセンターの『活性化・自立化・広域化』検討委員会」を設置し 2 年

間の検討を経て『基本構想』を取りまとめ、徳島市のみならず県内の全勤労者のためのサー

ビスセンター実現に県と市町村及び関係団体への協力依頼活動を積極的に行い、具体化を

進めています。

徳島市勤労者福祉サービスセンター会員が
5,000 名を、突破いたしました。
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わーくぴあ徳島

2010年９月　（７）

希望という言葉は、フランス語では「エスペランス」と
いう女性名詞です。女性が子どもを身ごもったとき、優
秀な子になって欲しいとか有名になって欲しいなどと
は思いません。
ただ、この子が無事に生まれ、安らかに成長してくれれ
ばいいと願う。そんな「心の内から生まれる祈りや願
い」こそ「希望」と呼べるものだと思うのです。

　　　◎第２子 (妹 )が生まれて２ヶ月となりました。
出生直後の検査で先天性代謝異常と診断されました
が、１ヶ月検診では「もう問題ない」とお医者さま
から言われ安心しました。
◎頭を叩かれたり、口の中に手を
つっこまれたり、膝蹴りされた
りと、日々お姉ちゃんの攻撃に
耐えています。（ふ）

 
　６月18日（金）、「高齢者の雇用の現状と雇用延

長にかかる賃金と年金制度について」のセミナーが

徳島労福協の主催により開催された。本セミナーは

県の中高年の就労生活意識調査事業の一環として

行われ、定年後をどう過ごすか考えている方を対

象として定員３０名の参加を募ったところ、42名の

方にご参加いただきました。

　講師として徳島労働局総務部企画室長の国重

正嗣氏を招き、継続雇用の現状と今後の課題につ

いてご講話いただきました。とりわけ年金受給待機

期間をどう過ごすかなどの経済生活に密着したテ

ーマでは、参加者は熱心に聴いていました。

　参加された皆さんの声では、「若い人の雇用問題

もある。」「定

年後は仕事を

せず生きてい

けないのか？」

など行政に期

待と不安を寄

せる意見があ

りました。

　また出席者の中には現在求職中の方が何名もお

られ、「定年後ではなく今の生活をどうするかが大

きな問題である」という声も聞かれました。

～心に残る「ことば」～笑顔

（恭）

「希望は、願望とは違う」
　　　　　　　（日野原重明　聖路加国際病院理事長）

育児
日記

わーくぴあ徳島502号室

主催　徳島労福協定年後の就労と老後の生活について

≪意識調査の結果（一部抜粋）≫
問 20．（定年後の就労について）
　　　　いつ頃まで働きたいですか？

n=2,423

65歳ぐらい
まで
42.8%

70歳ぐらいまで
9.1%

可能な限り
働きたい
21.1%

定年後は働
きたくない
22.0%

無効・無回答
2.9%その他

2.1%

■調査期間：2010/5/10～6/30 
■調査対象：徳島県内に居住する40歳以上の男女 3,000 人  
■回収数 2,423 人

社団法人 徳島県労働者福祉協議会Brush Up講座係

テキスト代は別途かかります。

お問い合わせは
こちらまで

労福協では“はたらく”を頑張っている人のお手伝いを
するために、受講しやすい料金設定でいろいろなスキ
ルアップ講座を開講しています。

働くあなたを応援します…

Brush Up講座 各講座受講料  ￥30,000

088-625-8387

労

福協
日商簿記2・3級・調剤事務管理士・医療事務管理士など
◇時間19:00 ～ 21:00　◇週 3回・20コマ程度

※講座内容により週回数・コマ数等は異なります。



　　　発　行　社団法人　徳島県労働者福祉協議会
徳島市昭和町3丁目35-1（労働福祉会館内）
TEL（088）625-8387・FAX（088）625-5113 
URL http://tokushima.rofuku.net/
e-mail tokushima@rofuku.net 

編集･発行人　久積育郎
印　刷　者　（有）フォトプリント白石

（8）　2010年９月 と　く　し　ま　労　福　協
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